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要約

女子大学生の自己の体重に対する主観的評価と食品の摂取傾向や食習慣，自制性摂取行動や情動性摂取行動と

の関連について、東京都内の家政系女子短期大学生270人を対象に検討した結果,以下のような事柄が明らかにさ

れた。

1．BMIによる判定が「普通群」にあるにもかかわらず，自己の体亜を「肥り過ぎ」と主観的に評価する者が多

い。また，明らかに「痩せ傾向」と判定される者においても同様な主観的自己評価がみられ，女子大学生にお

ける痩せ願望が推測できる。

2．食品の摂取頻度や食習‘慣という側面からみた場合，栄養学上摂取が必要とされる食品の摂取頻度が高くなく，

また，朝食を欠食し，昼食を簡単に済ませている。一方，間食の頻度は高く，特に糖含有食品の摂取頻度が僅

かながら高いことから，食品摂取にかなりの偏りがあると考えられる。

3．女子大学生の食事は，栄養バランス得点が低いのが33.7％，外食の頻度がかなり高いことなどを併せると，

家族を共にした食事形態とは異なっている場合が多いものと推測される。

4．自己の体重を主観的評価した「肥り過ぎ」群は，「進められても食べない｣、「一人でいる時でも食べない」

自制性摂取行動があるが、「痩せ過ぎ」と評価した群はその逆である。

5．自己の体重を主観的に評価した「肥り過ぎ」群は，「食べると落ち着く」、「寂しい時食べて気をまぎらわす」

などの情動性摂食行動で心理的不安の回避をしている傾向が示唆された。

6．栄養バランス得点の低い群は食事に対して関心がない一方で、「太らない食べ物を選んで食べる」「進められ

ると食べる」などの自制性摂取行動をする傾向である。栄養バランス得点の高い群は、太らない食物の選択や

食事に気をつけた自制性摂取行動をして食事摂取全般に配慮している傾向である。

7．女子大学生に対する栄養教育や栄養指導は，体型の問題と関連づけて展開していくことも効果的である。

summary

Thefollowingmatterswereclarifiedaboutthei℃lationbetweentheintakeself-controlactionastheintaketendency

tothesubjectiveevaluationtoweightownofthecollegewomanandfood,thefoodhabits,andtheintakeactionsand

theemotionalityintakeactionssinceitexamineditfor270Women'sJuniorCollegestudentsofthehousekeeping

sysにminTokyo.

1.TherearealotofjudgmentsbyBMIandarealotofpeoplewhosubjectivelyevaluateownweight,"Overweight"

thoughitisin"Ordinarygroup".Moreover,asimilar,subjectiveself-evaluationisseen,andthethinwishinthe

collegewomanissurmisableinthepersonobviouslyjudged,"Thintendency".

2．Theintakefrequencyoffoodforwhichtheintakeinthenourishmentstudyisneededisnothigh,andbreakfastis

finishedandundernourishedandluncharefinishedeasilywhenseeingfromthesidesuchastheintakefrequencyof

foodandthefoodhabits・Ontheotherhand,thefrequencyofeatingbetweenmealsisthoughtforconsiderablebias

－61－



toexistinthefoodintakebecauseitishigh,andtheintakefrequencyofthesugarcontainingdietgoodsisslightly

highespecially.

3.Itisguessedthatthecollegewoman'smealisdifferentfromthemealformthatdoesbothfamilieswhenthe

nutrientbalancescorelowunifiesconsiderablythefrequencyof33.7%anddiningouthighetc.

4.Ownweightsubjectivecrowdthatevaluated,"Becomethintoomuch"though"Overweight"groupthatevaluaにsit

has"Donoteatevenifadvanced"and"Donoteatevenwhenthereisoneperson"self-controlintakeactionis

opposite．､that...

5.Thetendencythat"Overweight"groupthatevaluatedithasevadedapsychologicalanxietyasownweightwas

subjectivebytheemotionalityfeedingbehaviorssuchas"Settleddownwheneating"and"Itatewhenitwaslonely

andthenaturewas..diversion.."wassuggested.

6．Thecrowdwithalownutrientbalancescoreisaにndencytodoanintakeself-controlactionssuchas"Itchooses

anditeatsfoodnotfat"and"Eatwhenadvanced"whilenotinterestedinmealsuchas"Itisnotattentiveinmeal"

and"Itisnotnecessarytoinadvertentlyeatwhenitisoneperson"・Ontheotherhand,thecrowdwithahigh

nutrientbalancescoreisatendencytodotheintakeself-controlactionthattakescareabouttheselectionandthe

mealofdietnotfatandtoconsiderthedietaryintakewhole.

7．Itisalsoeffectivethatthenourishmentteachingandthenourishmentguidancetothecollegewomanai℃1℃latedto

afigm℃problemanddevelop.

緒 言

青年期の女子における健康管理は，単に自己の管理

にのみ止まらず，近い将来における母性の健全な育成

に重要である。しかし，現在では社会問題ともいえる

痩身に対する過度の賞賛が女性の痩せ願望を増長させ

ている傾向が窺える。Storz*'は，痩せを強調する情報

誌や報道の影響がその志向の背景にあることを指摘し，

岡田2)は，青年期女子の理想体型がファッションモデ

ルであることを報告している。また，今井3）は，自己

の体重を過大視するものが多いことを報告している。

さらに国民栄養調査4)5）では，20歳代の女子において

BMIで「痩せ」と判定されるものが増加傾向にあるこ

とが報告されている。なお，これらの痩身願望や自己

体型に対する偏見が，減量を目的とした欠食や減食あ

るいは間違った食事制限や食習慣を形成し，それが，

貧血などの健康上の不安や不定愁訴など6)，種々の精

神身体的問題がある実態も否定できない。近年，これ

らのことを問題視し，青年期女子の食生活と体型，体

型意識と痩身願望など数多くの研究がなされてい

る7)~'0)が，この問題に対して自己の体重に対する主

観的評価が自制・情動性摂取行動の側面から言及した

報告は見当たらない。

そこで筆者は，食事指導への方向づけが得るため、

自己の体重に対する主観的評価と食品の摂取傾向や食

習慣，および摂取行動としての自制性摂取行動や情動

性摂取行動に影響しているのか関連性を明らかにしす

ることを目的に検討した。

方法

調査対象は東京都内の家政系女子短期大学生304人

(19才～20才）について分析を行った。なお、体型判定

や自己の体型評価に関わる分析は，「無回答」など，回

答不備の者を除く270人を対象とした．

調査時期は2000年～2003年の6月および7月に，教

室内で学生に調査用紙を配布し，その場で回答を求め

た。

調査内容は身長，体重，自己の体重に対する主観的

評価，食生活に関する調査，そして食事に対する自制

性摂取行動や情動性摂取行動に関する項目を用いた。

なお，自己の体重に対する主観的評価は，「肥り過ぎ｣，

｢普通｣，「痩せ過ぎ」のいずれかで回答させた。

（1）食生活に関する鯛査内容

食品群の摂取頻度と間食における食品および飲料の

摂取頻度，食習'慣に関しては，欠食・間食・夜食・外

食の有無について調査した。

食品群の摂取頻度は鈴木'1)が用いた8品目（肉、魚、

卵、豆腐・大豆製品，牛乳・乳製品，緑黄色野菜・そ

の他の野菜，果物，海草類）の他に，おおまかに調査

対象者の栄養バランスを把握するため，これらの食品

の欠食の有無，さらに，青少年に高い摂取傾向がみら

れる糖含有食品を食品項目に追加した。糖含有食品は，

先報'5)の間食に関する調査で採用した，チョコレート

菓子，菓子パン，ケーキ類，和菓子，清涼飲料，コー

ヒー・紅茶（砂糖入り）の総合した摂取頻度を回答さ
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せた。また，間食に関する食品としては，先の糖含有

食品の他に，スナック菓子，煎餅類，インスタントラ

ーメン類，ハンバーガー，女子大学生に多く飲用され

る傾向のある果汁（100％)，炭酸飲料，ウーロン茶，

緑茶についての摂取頻度を調べた。摂取頻度は，イ）

ほとんど食べない，ロ）週1回程度食べる，ハ）週3

～4回食べる，二）毎日食べるのいずれかで回答さ

せた。なお，資料の整理に際しては，イ）とロ）をま

とめ，①ほとんど食べない，とし，ハ）週3～4回食

べる，を②時々食べる，二）毎日食べる，は③毎日食

べる，として処理した。栄養バランス得点は，前記の

8品目に関して，③毎日食べる，を3点，②時々食べ

る，を2点，①ほとんど食べない，を1点として処理

した。また，欠食の頻度を調べるために，③毎日食べ

る，を3点，②時々食べる，を2点，①ほとんど食べ

ない（欠食が多い)，を1点とした。一方，糖含有食

品の摂取に関しては，①ほとんど食べない，を3点，

②時々食べる，を2点，③毎日食べる，を1点として

処理した。従って，対象者各自の栄養バランス得点は

10点～30点となり，得点が高いほど栄養バランスが良

好であるとみなした。

表1BMIと自己の体重に対する主観的評価の関連
人数（％）

BMI

痩せ傾向群吾逼蘇雇蕩厩 全体検定
解価

<～18.5＞》（18.5畠～25＞）《25≦～）

『割5（16.7）F219（81.1》F6（22）270

随り過ぎ1（2,2）94《42.9）6（1”）101（37.4）

p<0.”1

(563）X宅89569

(63）

29〔64.4）123（56.2）0（no）152

15（33.3）2〔0.9）0（00）17

普通

捜せ過ぎ

18.5以上25未満の普通の者（普通群）が81.1%,BMI

が25以上の肥満の者（肥満群）が2.2％であり，数的

には普通群が圧倒的に多くなっている。しかしながら，

BMIの判定が普通群である者の42.9%と僅かである

が痩せ傾向群と判定された者の2.2％が自分を｢肥り過

ぎ」と評価しており，自己の体重を過大評価する者が

多くなっているU-=89.569.p<0.001)。なお，全
体的に見ると37.4％の者が自分は肥り過ぎであるとい

う判断をおこなっており，この傾向は，平成14年国民

栄養調査結果5)、百瀬9)や砲Ill"'らの報告のみならず，

女子高校生を対象とした小林の結果6）類似しており，

現代女子学生の痩身願望を反映した結果であると考え

られる。

3．食生活に関する調査

(1)食品の摂取頻度

N1は，食品の摂取頻度について示したものである。

毎日摂取した方がよい食品の中で，牛乳・乳製品，そ

の他の野菜を毎日摂取している者は，それぞれ36.5％，

42.2％と比較的多いものの，逆に，豆腐・大豆製品，

果物類，海草類をほとんど食べない者が，それぞれ

49.3％，62．6％，52．2％となっている。これは下川

ら'4)の報告と同様の結果であり，食品摂取における偏

りを示している。一方，必ずしも毎日摂取する必要の

ない糖含有食品に関しては，それを，時々食べるとい

う回答が54.4％，毎日食べるが37.0％であり，約90％

の者が，ほとんど毎日あるいはそれに近い頻度で摂取

していることが明らかである。この調査に，対象者の

（2）自制性摂取行動および情動性摂取行動に関する

調査

自制性・情動性摂取行動は、妥当'性が得られている

藤原ら'2)が開発した調査項目を引用した。

分析方法

自己の体重に対する主観的評価とBMI,食品の摂取

頻度，間食の頻度，および食習’慣との関連、自制性．

情動的性摂取行動と自己の体重に対する主観的評価お

よび栄養バランス得点を検討するためのクロス集計の

後.x-検定をおこなった。

結果及び考察

1．対象者の概要

調査対象者の平均身長は158.6cm(SO=5.1),平均

体重は51.1kg(SD=5.7)であり，国民栄養調査5）に
よる同年齢の女子の身長，体重とほぼ同様である。ま

た,BMIの平均は20.3(SD=3.7),体脂肪率の平均

は23.6%(SD=19.5)であり，身長，体重を含め，

全体的には宮城7）の調査結果とも近似した値である。

2．自己の体重に関する主観的評価

表1は，自己の体重に対する主観的評価とBMIによ

る判定を示したものである。BMIで18.5未満の痩せ

傾向と判定された者（痩せ傾向群）は16.7%,BMIが
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日常生活がどの程度詳細に反映されているかというこ

とについてはさらなる検討が必要とされるものの，先

の中学生を対象とした調査結果'5）もほぼ同様であり，

少なからず女子大学生における糖過剰摂取傾向が推測

される。

（2）間食の食品および飲料の摂取頻度

図2は，間食の食品および飲料の摂取頻度について

示したものである。約30％の者が，ケーキ類，菓子パ

ンなどの糖含有度の高い食品を毎日あるいはそれに近

い頻度で摂取し，糖の過剰摂取傾向が示唆される。ま

た、ハンバーガーも同様な頻度で摂取している。全体

的に飲料としては，ウーロン茶をほぼ毎日に近い頻度

で飲用するものが約60%,緑茶が42.6%であった。一

方，ウーロン茶や緑茶などの飲用頻度に比べ，コーヒ

ー・紅茶（砂糖入り）や清涼飲料の摂取頻度は低く，

糖含有食品の摂取頻度は僅かながら高いことから，甘

いものへ強い噌好とそこから派生する弊害に関する意

識が並存している背景が示唆される。

表2 食習 慣

2.時々 する

3ほとんどしない

夜食の頻度1.毎日する
2.時々 する
3.ほとんどしない

外食の頻度1.毎日する
2.時々 する

3.ほとんどしない

欠食《朝食）1．毎日する
2.時々食べる
3.しない‐___－－

昼食の内容1.手作り弁当
2頁った弁当
3ハツまたはおにぎりにｼ且-ｽ･ｳｰﾛﾝ茶

4.食堂の定食
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（4）栄養バランス得点

図3は，栄養バランス得点の分布を度数表示したも

のである。本調査における栄養バランス得点の平均値

は18.7(SD=2.9)であった。門田'6)は，中学生を対

象にした研究で生徒の栄養の問題を栄養バランスの側

面から検討している。門田'5)の用いた栄養バランス得

点区分に従えば，本調査の結果は，18点未満が33.7％，

18～20点が39.3%,21点以上が27.0%となる。門田16）

の研究結果と本調査における結果を，同じ区分で比較

することには多少の無理があると思われるが，中学生

の栄養バランス得点より女子大学生の得点が明らかに

低くなっている。この差は，女子大学生に自宅外通学

者がいるという背景も考えられるが，朝食の欠食や夜

食を「時々や毎日する」が約30％、のみならず外食や

間食の頻度の高いこともその要因と思われ、また，女

子大学生の食事形態が家族を共にした食事形態とは異

なっていることも一因と考えられる。
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図2間食における食品と飲料の摂取頻度

（3）食習'慣

表2は、間食・夜食あるいは外食などの食習慣に関

する結果ついて示したものである。間食に関して「毎

日する」という回答が21.9%,「時々 する」は67.8%,

また，外食では「毎日をする」と答えた者が11.9%,

｢時々 する」が54.1%となっており，女子学生における

間食や外食の頻度がきわめて高いという実態が窺われ

る。また，朝食を摂らない者が8.1%,時々欠食する者

が28.5％と，約3分の1が欠食傾向にあり，数値的に

は調査方法が異なるが国民栄養調査による報告5)とほ

ぼ同様である。また，昼食の内容としては，パンまた

はおにぎりにジュース・ウーロン茶という回答が

61.5％と最も多く，手作りや買った弁当を食べる者は

21.7％となっている。昼食がパンやおにぎりそしてウ

ーロン茶などで済まされている状況から，女子大学生

における偏った摂取傾向の実態と栄養上の問題が類推

される。
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図3栄養バランス得点の度数分布

4．自制性摂取行動および情動性摂取行動

表3は，自制性摂取行動項目と情動性摂取行動項目

に対する回答（いいえ，時々，はい）の出現を比率で
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表3自制および情動性摂取行動項目の比率
n=270

天薮－5『一壁竺一
1．いいえ

人数％人数

3.はい

％

(自制項目）

①食事には気をつけている
②腹八分でも満足できる
③進められると､つい食べてしまう
④太ったら､食べる量を減らす
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表示したものである。自制に関する項目である，「食

べたい時は何でも食べたい時に食べる」に対する否定

回答は47.4％であり，ある程度の自制性行動が見られ

る反面，「腹八分目でも満足である」に対する否定回答

が38.1%,また，「自分が何を食べているか気にする」

に対する否定回答も51.5%あり，食行動全般への配噸

があるとは必ずしも言えない。一方，情動性摂取行動

項目への回答は全体的に否定的回答が多いものの，

｢試験が近づくと，食べ物に手がとどきやすい」に対す

る肯定回答が33.3％の出現率となっている。これらの

結果は，通常の生活では感情や気分に左右されたよう

な食行動に触発されることは少ないものの，試験など

のストレス状況下では心理的緊張や不安などが理知的

な食行動に関する制御能力を減衰させる可能性を示す

もの思われる。

5．自己の体重に対する主観的酔価と食生活、

自制性・情動性摂取行動および栄養バランス

自己の体重に関する主観的評価が食生活面において

影響しているか分析を試みたが、食品群の摂取頻度、

朝食の欠食・夜食・間食・外食の頻度、栄養バランス

得点いずれも有意な関係が認められなかった。

表4は，自制性摂取行動，情動性摂取行動を自己の

体重に対する主観的評価の側面から分析した結果を示

したものである。自己の体重を「肥り過ぎ」と評価し

た群では、「進められると食べてしまう」・｢一人の時は

つい食べてしまう」肯定的回答がそれぞれ20.8％・

22.8％である一方、「痩せ過ぎ」と評価した群では

47.1%-52.7%と「痩せ過ぎ」と評価した群に比べて

肯定的回答が少なく両群間にそれぞれ有意差(p<

0.01,p<0.05)認められ、自己の体重を「肥り過ぎ」
と評価した群は｢進められても食べても食べない｣･｢一

人の時でも食べない」など、意志的な強さが感じられ

るが、情動性摂取行動において、「肥り過ぎ」と評価

している群は「食べると落ち着く」、「寂しい時食べて

気をまぎらわす」などの肯定的回答がそれぞれ24.8％、

33.3％（時々)、「痩せ過ぎ」と評価している群では

17.6%、11.8%(時々 ）と「痩せ過ぎ」と評価してい

る群に比べて、「食べると落ち着く」、「寂しい時食べて

気をまぎらわす」など心理的に不安定な場合にそれぞ

れを回避するための情動性摂食行動で解発していると

推測される(p<0.001,p<0.05)。一方、自己の体重
を「痩せ過ぎ」と主観的に評価している群は情動性摂

取行動が少ないにも関わらず「進められると食べる｣、

｢一人の時はつい食べてしまう」などの自制性摂食行動

に欠けていることは、自分は痩せているという意識が

あり、食行動においてあえて自制性行動をとる必要性

がないという判断が背景にあるものと推測される。

6．栄養バランス得点と自制性･情動性摂取行動との

関連

表5は，栄養バランス得点と自制性摂取行動および
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表4自己の体重に対する評価と自制・情動性摂取項目との関係

自己の体重に対する主観的評価
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表5栄養バランス得点と自制・情動性摂取項目との関係
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情動性摂取行動との関係について分析した結果を示し

たものである。栄養バランス得点の低い群（バランス

得点;io～17、以下低い群）は肯定的回答の「食事に

は気をつけている」11．0％、「一人の時はつい食べてし

まう」22.0％、一方、栄養バランス得点の高い群（バ

ランス得点;2i～30、以下高い群）は「食事には気を

つけている」31.5%、「一人の時はつい食べてしまう」

41.1%と栄養バランス得点の高い群に比べて肯定的回

答が低く両者群間に有意の差が認められた(p<0.01,
p<0.05)。さらに肯定的回答は「進められると食べ

る｣〔低い群;49.5％､高い群;24.7％、(p<0.01))、「太
らない食べ物を選んで食べる」〔低い群；20.9％、高

い群',13.7%(p<0.05)]と栄養バランス得点の高い
群に比べて低い群は高く、栄養バランス得点の低い群

は食事に関心がない一方で肥らない食べ物の選択する

ような矛盾も生じ、「進められると食べる」自制性が弱

いことが示唆された。栄養バランス得点の高い群は太

らない食べ物の選択などの食事の摂取全般に配慮して

いることが推測される。

情動性摂取行動項目について、否定的回答は「試験

が近づくと食物に手がとどきやすい」〔高い群;48.0％、

低い群;12.1%(p<o.001)]、「不安を感じる時、

何かを食べる」〔高い群；71.2％、低い群;29.7%(p
＜0.001)]、「興雷すると知らず知らずのうちに食べ過

ぎる」〔高い群;63.0％、低い群;38.5%(p<0.05)]
と栄養バランス得点の低い群は高い群に比較して高く、

栄養バランス得点の低い群は、試験が近づき不安を感

じて摂取行動に影響及ぼすことが推測される。これら

のことを先の結果と併せて考えるならば，心理的な不

安定さなどが不規則な食行動を喚起し，それから派生

する欠食や噌好の偏りが全体としての栄養バランスの

崩壊や肥満の問題へと発展するものと推測される。

以上の結果より、自己の体重を「肥り過ぎ」と主観

的に評価にている群は、「進められても食べない｣、「一

人のときでも食べることがない」意志の強さが感じら

れ、栄養的に配慮し食事には気をつけ、バランスのよ

い食習慣であることが情緒的にも安定していることに

つながることが示唆された。「痩せ過ぎ｣と評価してい

る群は対人場面での肥満を意識した行動とは反対に、

自分一人になると自制の効かないような食行動を示し、

栄養的に有意の差はないものの糖の過剰摂取のみなら

ず，間食や外食も頻繁であるという食習‘慣から栄養の

バランスが崩れ，「試験が近づくと食べ物に手がとど

く」、「不安を感じる時、何かを食べる」など，一面で

は情緒的な不安定さを背景にしたような情動的摂取行

動が見られる。先の報告で，筆者ら'5)･'7)は、このよう

な情緒の安定性の欠如と，カルシウム，ビタミンc.

鉄などの栄養素や，野菜，豆類の摂取不足との関連を

明らかにした。さらに間食や外食の多さや，糖の過剰

摂取が指摘されるのみならず，栄養バランス得点も低

いということから慢性的栄養不足に陥り，表面的な自

制的行動とは相対立した情緒的に不安定な行動を呈し

ているとも考えられる。

筆者'8)は，食教育が，食に対する意識や関心の変化

に影響を及ぼすことを報告した。また，少なくとも女

子大学生における自己の体重の主観的評価と食行動と

の間に特別な関係が存在する可能性を示唆している。

このことは，栄養教育や栄養指導を，女子大学生が強

い関心を示す体型の側面から展開していくことの有効

性を示唆するものである。

要約

女子大学生の自己の体重に対する主観的評価と食品

の摂取傾向や食習'脳，および摂取行動としての自制性

摂取行動や情動性摂取行動との関連について、東京都

内の家政系女子短期大学生270人を対象に検討した結

果，以下のような事柄が明らかにされた。

1.BMIによる判定が「普通群」にあるにもかかわら

ず，自己の体重を「肥り過ぎ」と主観的に評価する

者が多い。また，明らかに「痩せ傾向」と判定され

る者においても同様な主観的自己評価がみられ，女

子大学生における痩せ願望が推測できる。

2．食品の摂取頻度や食習慣という側面からみた場合，

栄養学上摂取が必要とされる食品の摂取頻度が高く

なく，また，朝食を欠食し，昼食を簡単に済ませて

いる。一方，間食の頻度は高く，特に糖含有食品の

摂取頻度が僅かながら高いことから，食品摂取にか

なりの偏りがあると考えられる。

3．女子大学生の食事は，栄養バランス得点が低いの

が33．7％，外食の頻度がかなり高いことなどを併

せると，家族を共にした食事形態とは異なっている

場合が多いものと推測される。

4．自己の体重を主観的に評価した「肥り過ぎ」群は，

「進められても食べない｣、「一人でいる時でも食べ

ない」自制性摂取行動があるが、「痩せ過ぎ」と評

価した群はその逆である。

5．自己の体重を主観的に評価した「肥り過ぎ」群は，

「食べると落ち着く」、「寂しい時食べて気をまぎら

わす」などの情動性摂食行動で心理的不安の回避を

している傾向が示唆された。
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6．栄養バランス得点の低い群は「食事には気をつけ

ていない」「一人の時、つい食べてしまうことはな

い」など食事に対して関心がない一方で、「太らない

食べ物を選んで食べる」「進められると食べる」な

どの自制性摂取行動をする傾向である。栄養バラン

ス得点の高い群は、太らない食物の選択や食事に気

をつけた自制性摂取行動があり食事摂取全般に配慮

している傾向である。

7．女子大学生に対する栄養教育や栄養指導は，体型

の問題と関連づけて展開していくことも効果的であ

る。
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